
鷺沼プール跡地広場整備事業 

 

１ 計画概要について 

（１）背景 

  鷺沼プールは昭和４３年以降、鷺沼配水池上部の有効活用として長らく市

民に親しまれてきたが、レジャーの多様化の流れの中で、施設の老朽化、採

算性の悪化により、平成１４年度をもって廃止したものである。鷺沼プール

跡地の利用としては、宮前区周辺の行政需要等を考慮し、小学校、保育園、

老人福祉施設、フットサル場を整備するとともに、市民の憩いの場となるよ

うな広場を整備することとしたものである。 

 

（２）対象地 

   ４ページ参照（「■検討敷地図（広場用地周辺の各ゾーンとの関係）」） 

 

（３）配水池の上部であることによる制約条件 

  ア 配水池の構造体に負荷をかけないこと。（重量の制限、植樹の制限等） 

  イ 水道水の衛生面に影響を及ぼす恐れのある利用は避ける。（トイレの設

置は不可等） 

 

２ 参加の手法について 

（１）基本構想の策定、基本設計の作成の段階 

  ア 経過 

○ 平成１５年３月 鷺沼プール条例を川崎市議会で廃止 

○ 平成１５年   宮前区区づくりプラン推進委員会、宮前区役所区 

５、６月 政推進課に広場整備に当たっての市民参加の方法 

等について相談 

   ○ 平成１５年７月 公募委員の募集 

   ○ 平成１５年９月 広場整備検討委員会を設置 

   

イ 広場整備検討委員会の目的等 

○ 広場の整備に係る市民等の意見聴取 

○ 広場の整備に係る基本構想案の検討 

○ 広場の整備に係る基本設計及び実施設計の検討 

○ その他、利用者に親しまれる広場を実現するために必要な事項 

○ 委員の任期は、平成１５年９月から平成１７年３月までとする。 
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ウ 広場整備検討委員会の構成等 

（ア）委員会の構成 

５ページ参照（「■検討委員会参加者名簿」） 

   

（イ）検討体制 

 
  エ 検討経過 

    ６ページ参照（「■広場整備検討委員会による基本構想づくりおよび基

本設計プラン検討に関する取り組みの足跡」） 

 

（２）執行（広場の管理運営）の段階 

  広場の全体の管理運営については、隣接する小学校の校庭を維持管理する

ＮＰＯ法人に委託している。広場の一部であるビオトープ、花壇については、

近隣の小学校、保育園が手入れをしている。 

 

３ 市民の参加について留意した点等 

（１）鷺沼プール跡地周辺の町内会・自治会の関係者を検討委員に含めるとと

もに、公園の利用者は広域に渡ることが予想されることから多くの公募

委員にも参加してもらった。 



（２）検討委員会における審議だけでなく、広く意見を募るため、公開のワー

クショップや公園の利用者などにアンケート調査を行った。 

 

（３）配水池の上部にあることから、いくつかの制約条件があったため、それ

を前提条件として理解していただいた上で、議論を進めた。 

 

４ 市民の参加による効果 

（１）幅広く、多くの意見をいただいたことにより、利用者にとって過ごしや

すい広場となっており、周辺住民だけでなく、多くの市民にも利用して

いただいている。 

 

（２）広場の一部であるビオトープ、花壇については、近隣の小学校、保育園

が手入れをしているため、きめ細かな管理が行き届いている。 










